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4月 1日現在

男 3，012人

女 2.989人

E十 6，001人

世帯数 1，468戸
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編集役場企画室

野原がすっかり春のかおりにつつまれ、桜の花が咲きほころび、た4月 1日真新しい服を着た

かわいらしい子どもたちが母親に手を引かれて元気よく押原小学校に入学しました。新入生は

男子38名、女子46名、計84名

新入生の安全通行のため登下校時には、上級生の指導のもと規則正しい通行が行われていま

す。

これからも子どもを交通事故から守るため町ぐるみで見守ってあげましょう。
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(2) 報広町来日昭昭和47年 4月25日

昭
和
四
十
七
年
第
一
固
定
例
町
議
会
は
、
三
月
十
日

招
集
、
十
七
日
ま
で
の
八
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、

一
般
会
計
予
算
二
億
六
千
七
百
三
十
三
万
一

千
円
を
は

じ
め
、
特
別
会
計
を
含
め
る
と
三
億
三
千
六
百
七
十
四

万
八
千
円
に
達
す
る
予
算
が
議
決
さ
れ
、
昭
和
四
十
七

年
度
の
昭
和
町
政
の
方
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
費
、
衛
生
費
、
農
林
水
産
業
費
は
四
十
六
年
、
四
十
七
年
と
た
い
し
て
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

民
生
費
は
八
七
二
万
円
増
加
し
て
居
り
ま
す
が
、
そ
の
増
加

の
主
た
る
も
の
は
老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
の
面
で
す
。
教
育
費
は
公
民
館
建
設
費

四
千
四
百
万
円
が
減
じ
た
が
公
民
館
運
営
費
、
社
会
教
育
費
が
増
加
し
て
い
る
の

で
実
質
減
は
四
千
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

土
木
費
が
本
年
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
六
千
五
百
五
十
万
円
増
と
な

っ
て

い
る
が
、
公
営
住
宅
十
八
戸
建
設
に
用
地
、
建
物
、
取
付
道
路
等
に
五
千
七
百
八

十
八
万
円
を
計
上
、
中
央
道
関
連
道
路
に
五
百
万
円
、
一
号
線
の
通
学
、
通
園
道

路
に
百
八
十
万
円
が
新
規
で
舗
装
費
、
道
路
改
良
等
は
前
年
同
額
を
見
て
お
り
ま

す。
公
債
費
と
は
学
校
建
設
地
方
病
改
良
工
事
、

舗
装
事
業
等
の
長
期
借
入
金
の
元

利
償
還
金
を
い
い
ま
す。

昭
和
四
十
六
年
と
比
較
す
る
と
総
額
で
四
千
二
百
万
円
増
加
し
て
い
る
、
増
の

主
た
る
も
の
は
町
税
が
一
千
三
百
八
十
万
円
、
国
庫
支
出
金
一
千
四
百
八
十
万

円
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
四
百
五
十
万
円
、
町
債
が
四
百
万
同
等
で
す
。
国
庫

支
出
金
の
増
は
公
営
住
宅
建
設
の
補
助
金
の
増
加
が
主
た
る
も
の
で
す
。
昭
和
四

十
七
年
の
自
己
財
源
は
七
千
二
百
万
円
で
全
体
の
二
十
七
パ
ー
セ

ン
ト
に
当
り
三

割
自
治
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
本
町
は
そ
れ
以
下
で
国
県
に
依
存
す
る
度
合

い
が
高
い
財
政
状
況
で
す
。

昭和47年度一般会計歳出予算 昭和47年度一般会計歳入予算

その他13.35R(5.2%) その他1，528(0.5%) 

昭和47年度と昭和46年度の歳入歳出予算の比較をグラフで示してみま した。
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昭和46年度一般会計歳入予算

その他 4，541(2.0%) 

繰入金 5，000(2.2%)

うNU.i~Jえ負制金 6 ， 320

(2.8%) 

昭和46年度一般会計歳出予算

公債

今
年
の
予
算
で
特
に
重
点
施
策
と
し
て
は
町
営
住
宅
等
の
五
ヶ
年
建
設
計
画
で
す
が
、
そ
の
概
要
を
説
明
し
ま
す

と
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

公
営
住
宅

二
一
二
一
戸

公
社
分
譲
住
宅

六
四
戸

『
県
営
住
宅

{
町
営
住
宅

四
八
戸A 

t:I 

計

「
一
般
分
譲

(
積
立
分
譲

F

宅
地
分
譲

二
七
六
戸

O
戸

O
戸

田
戸

一
六
四
戸

右
の
数
字
は
五
ヶ
年
計
画
の
も
の
で
す
が
、
本
年
度
は
公
営
住
宅
、
一
八
戸
を
建
設
い
た
し
ま
す
。



但)

口口口

活
発
な
公
民
館
活
動
口口口

報

中
央
公
民
館
も
竣
工
以
来
約
四
ヶ
月

を
経
過
し
、
社
会
教
育
の
場
、
あ
る
い

は
町
民
の
集
会
の
場
と
し
て
活
発
な
利

用
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
面
に
お
い
て
は
昨
年
度
青

年
学
級
、
家
庭
教
育
学
級
、
婦
人
講
座

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
学
級
に
お
い
て
は
十
回
開
級

し
、
四
十
名
の
学
級
生
の
う
ち
二
十
名

に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
ま
た
四
名

に
皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
家
庭

学
級
は
幼
児
の
性
格
形
成
を
全
体
の
テ

ー
マ
に
十
回
開
級
さ
れ
、
七
十
三
名
の

広町

い
す
税
金
の
か
か
ら
な
い
連

明

年

贈

与

の

範

囲

~
贈
与
税
の
基
礎
控
除
は
四
十
万
円

M

で
す
。
し
か
し
同
じ
人
か
ら
毎
年
四

時
十
万
円
を
も
ら
う
と
税
金
の
問
題
が

V

お
こ
り
ま
す
。
こ
れ
は
累
積
課
税
と

伊
い
っ
て
四
十
万
円
の
基
礎
控
除
を
利

叩
用
し
ほ
か
の
人
よ
り
税
金
を
軽
く
し

~
ょ
う
と
す
る
人
を
な
く
す
た
め
で

M

す。

却
累
積
課
税
と
は
同
じ
人
か
ら
三
年

~
以
内
に
二
十
万
円
超
え
る
財
産
を
も

M

ら
っ
た
場
合
に
三
十
万
円
を
超
え
る

小
部
分
の
金
額
に
つ
い
て
課
税
し
よ
う

…

鱗

監

察

れ

。

い

う

も

の

で

…

協

関

然

綴

的

た

だ

し

累

積

課

w

悶
級
建

…

斡

参

語

気

税

の

適

用

を

受

け

ME---=こ
====--ι
る
場
合
で
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学
級
生
の
う
ち
四
十
名
に
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
、
八
名
に
皆
勤
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
婦
人
講
座
は
婦
人
の
一
般

教
養
を
全
体
の
テ

l
マ
に
五
回
開
講
し

毎
回
四
十
名
か
ら
五
十
名
の
受
講
者
が

あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
青
年
学
級
は
青
年
の
希
望
に

よ
り
二
十
回
開
級
の
予
定
で
す
。
青
年

の
集
会
の
場
、
仲
間
作
り
の
場
、
人
間

形
成
の
場
と
し
て
積
極
的
な
参
加
を
望

み
ま
す
。

家
庭
学
級
は
幼
児
の
性
格
形
成
を
全

体
の
テ
l
マ
に
十
回
、
子
供
の
し
つ
け

も
四
十
万
円
の
基
礎
控
除
は
三
年
に

一
度
適
用
さ
れ
ま
す
か
ら
第
一
年
目

四
十
万
円
、
第
二
年
目
二
十
万
円
、

第
三
年
目
二
十
万
円
と
連
年
贈
与
す

れ
ば
ま
っ
た
く
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
H
一

す
預
貯
金
名
儀
の
ポ
イ
ン
ト

非
課
税
貯
蓄
制
度
は
だ
れ
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
昭
和
四
十
七
年
か
ら

少
額
貯
蓄
百
五
十
万
円
、
少
額
国
債

百
万
円
、
郵
便
貯
金
百
五
十
万
円
な

ど
と
相
当
の
金
額
が
非
課
税
で
貯
蓄

で
き
ま
す
。

し
か
し
貯
蓄
す
る
も
の
す
べ
て
を

非
課
税
貯
蓄
と
す
る
た
め
妻
や
子
供

の
名
儀
を
使
う
と
預
貯
金
の
利
息
に

か
か
る
所
得
税
よ
り
数
倍
高
い
贈
与

税
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

御
注
意
下
さ
い
。

を
全
体
の
テ
l
マ
に
十
回
計
二
十
回
開

級
の
予
定
で
す
。

婦
人
講
座
は
学
級
形
式
に
し
、
婦
人

の
一
般
教
養
を
全
体
の
テ
l
マ
に
十
回

開
級
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
文
化
協
会
に
お
い
て
は
先
に
会

員
募
集
を
い
た
し
ま
し
た
が
各
部
の
部

員
数
は
次
の
通
り
で
す
。
川
柳
部
四

十
六
名
、
俳
句
部
四
十
六
名
、
短
歌
部

五
十
五
名
、
囲
碁
部
五
十
七
名
、
将
棋

部
二
十
六
名
、
書
道
部
二
十
五
名
、
華

道
部
三
十
名
、
音
楽
部
三
十
四
名
、
写

真
部
四
名
、
舞
踊
八
十
五
名
、
詩
吟
四

十
三
名
、
絵
画
十
名
計
四
百
六
十
一
名

で
す
。
昭
和
町
の
文
化
向
上
を
め
ざ

し
、
公
民
館
を
中
心
に
活
発
な
活
動
が

な
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
す
で

に
川
柳
部
、
俳
句
部
等
に
お
い
て
は
定

例
会
等
を
持
ち
活
発
な
活
動
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
入
会
希
望
者
は
公

民
館
内
文
化
協
会
事
務
局
ま
で
御
連
絡

下
さ
い
。

業
委
員
会
委
員
が
決
り

ま
し
た
」

昭
和
四
十
七
年
四
月
十
六
日
昭
和
町

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
告
示
さ
れ
四

月
十
七
日
左
記
の
方
々
が
無
投
票
当
選

者
と
決
り
ま
し
た
。
尚
、
議
会
よ
り
推

せ
ん
さ
れ
る
学
識
経
験
者
三
名
、

農
業

協
同
組
合
理
事
代
表

一
名
の
委
員
も
そ

れ
ぞ
れ
き
ま
り
ま
し
た
。

。
昭
和
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
に
よ

る
当
選
者
(
届
出
順
に
よ
る
〉

年
令

門
ぺ
U4

 

池氏

次

住

所

紙
漉
阿
原

徳名

農
地
解
放
に
よ
り
土
地
を

取
得
さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ

。
自
分
の
土
地
は
正
し
く
登
記
し
て
あ

る
で
し
ょ
う
か
、
確
認
を
し
ま
し
ょ

A
J
ノ。

。
登
記
が
正
し
く
な
い
と
、
不
利
益
を

こ
う
む
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

。
農
地
改
革
交
交
交
交
¥
を
し
て
い

交

交

に
よ
る
解
交
口
安
ま
す
が
、
昭

大

古

放
農
地

は

育

大

和

四

十

七

年

知
事
が
属
大
宮
山
古
十
二
月
三
十

ーム
x

，
古

託
登
記
、
育
大
育
大

一
日
ま
で
に

登
記
し
な
い
と
登
録
免
許
税
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
登
記
未
済

や
誤
登
記
な
ど
を
発
見
さ
れ
た
方
は

土
地
の
あ
る
市
町
村
農
業
委
員
会
に

至
急
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

内
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戸
籍
制
度
創
設
百
周
年

昭和47年 4月25日

今
年
は
、
わ
が
国
に
全
国
を
統
一
し

た
戸
籍
制
度
が
で
き
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

百
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
長
い

間
戸
籍
制
度
が
続
い
て
い
る
の
は
、
わ

た
く
し
た
ち
の
生
活
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
か
ら
で
す
。

戸
籍
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
正
し
い
戸
籍
は
私

達
を
ま
も
っ
て
く
れ
ま
す
。

戸
籍
は
、

わ
た
く
し
た

ち
の
登
録
で

す。

係
を
証
明
し
て
く
れ
ま
す
。

相
続
の
場
合
や
各
種
年
金
を
受
け
る

場
合
な
ど
に
は
、
家
族
関
係
(
相
続
人

等
)
を
証
明
す
る
資
料
と
し
て
、
戸
籍

が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
入
学
、
就
職
等
に
も
戸
籍

が
利
用
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
戸
籍
に

は
、
家
族
関
係
が
正
し
く
登
録
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

報

必
要
な
部
分
だ
け

写
し
た
も
の

全
部
写
し
た
も
の

広町来日昭(5) 

も
の
で
す
か
ら
、
届
出
は
正
し
く
速
く

し
ま
し
ょ
う
。
結
婚
と
か
、

養
子
縁
組

婚
姻
届
け
を
し
な

い
と
正
式

の
夫
婦
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ

す
ぐ
ち
/
て
l
t
Mノ
/

凡
又
号
、
伝
J

〈ト

d

品，
l
l

持

っ
て

¥
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こ
こ
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a
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一)
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/

/

l

ぺ
1

1

/
/
h
u
l
l
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タ
消
費
生
活
コ
ー
ナ
ー
L
V

食

最
近
い
ろ
い
ろ
な
食
品
が
た
く
さ
ん

出
廻
っ
て
お
り
ま
す
が
そ
の
な
か
に
は

標
示
の
あ
る
も
の
と
、
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
お
買
い
に
な
る
時
は
標
示

の
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
標
示

は
先
づ
品
名
、
製
造
年
月
日
、
製
造

元
、
金
額
、
添
加
物
の
有
無
等
を
調
べ

ま
す
。

。
か
ん
詰
を
買
う
時
に
は
上
の
方
に
標

示
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
く
見
て
新
し
い

も
の
を
選
ん
で
下
さ
い
。

。
加
工
食
品
を
買
う
に
は
、

最
近
食
生
活
が
簡
素
化
さ
れ
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
、
が
ふ
え
て
調
理
に
あ
ま

り
手
を
加
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
加

は
、
戸
籍
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
正
式

の
夫
婦
、
養
子
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
子
が
生
ま
れ
た
と
か
、
死
亡

し
た
場
合
な
ど
に
は
、
一
定
の
期
間
内

に
届
出
を
し
な
い
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

生

活

工
食
品
は
便
利
で
す
が
添
加
物
を
加
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
で
き
る
だ
け

調
査
し
て
、
添
加
物
の
少
な
い
も
の
を

選
ん
で
下
さ
い
。

容
器
に
入
れ
ら
れ
た
り
、
包
装
さ
れ

て
い
る
食
品
は
使
用
原
料
名
、
製
造
社

名
、
製
造
年
月
日
や
食
品
添
加
物
を
含

む
旨
の
標
示
を
よ
く
た
し
か
め
て
買

い
、
標
示
の
な
い
も
の
は
避
け
ま
し
ょ

よ
ソ
。

食
品
添
加
物
は
法
律
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
て
い
る
範
囲
内
で
使
わ
れ
て
い
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
、
有
害
な
添
加
物
が

許
容
量
を
こ
え
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
見
た
目
で
は
な
か
な
か

戸
籍
の
ご
相
談
は
、
戸
籍
の
こ
と
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
役
場
か

法
務
局
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

五
口

---FR" 

ヲモ
A 

通

ち
ょ
っ
と
待
て

あ
せ
る
心
が

事
故
ま
ね
く

分
り
ま
せ
ん
が
き
つ
い
色
や
つ
や
の
よ

す
ぎ
る
も
の
、
あ
る
い
は
極
端
に
安
い

も
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

よ
い
も
の
を
安
く
買
う
、
こ
れ
は
す

べ
て
の
消
費
者
の
願
い
で
す
が
た
だ
単

に
安
け
れ
ば
よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
着
色
料
や
漂
白
剤
で
ご
ま
か
し
た

食
品
ゃ
う
そ
つ
き
食
品
な
ど
極
端
に
安

い
も
の
は
避
け
、
信
用
の
あ
る
お
庖
で

買
い
ま
し
ょ
う
。

連
休
づ
か
れ

そ
こ
に

つ
け
こ
む

略
魔
に

注
意



仰
心
配
ご
と
相
談
所
の
新
設
m

障
と
福
祉
の
問
題

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。

(6) 報

な
や
み
ご
と
、
心
配
ご
と
を
も
っ
人

な
ら
、
だ
れ
で
も
い
つ
で
も
ど
ん
な
問

題
で
も
気
軽
に
相
談
に
応
ず
る
窓
口
で

あ
る
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

。
相
談
固
定
例
相
談
目
、
毎
月
一

目
、
十
五
日
巡
回
相
談
日
、
必
要

に
応
じ
て
巡
回

。
場
所
中
央
公
民
館
相
談
室

。
相
談
日
に
あ
た
る
人

民
生
委
員
、
役
場
関
係
者

そ
の
他
各
関
係
者

。
相
談
の
内
容
夫
婦
の
問
題
、
子

ど
も
の
問
題
、
老
人
の
問
題
、
相

続
の
問
題
、
家
と
土
地
の
問
題
、

金
の
貸
し
借
り
の
問
題
、
生
活
保

広

一

雲

市

D
活
基
ん
。
会
社
な
ど
へ
お
勤
め
の
ご
主
人
し
そ
れ
は
へ
り
く
つ
で
す
。
春
分
の
一

一

Z
A
E
r
u
-
-
=回
目

E

に
と
っ
て
こ
ん
な
め
ぐ
ま
れ
た
年
は
日
や
秋
分
の
日
は
り
っ
ぱ
に
農
事
と
ん

め
っ
た
に
な
い
で
し
ょ
う
。
関
係
が
あ
り
、
農
家
の
目
安
に
な
っ
一

ん
カ
レ
ン
ダ
ー
を
め
く
っ
て
み
る
と
法
律
に
よ
り
ま
す
と
「
国
民
の
祝
て
い
ま
す
。
史
実
に
照
ら
し
て
関
係
一

一

;
1
し
は
閏
年
(
う
る
う
ど
し
)
日
は
、
休
日
と
す
る
。
」
と
決
め
ら
が
な
い
と
文
句
の
で
た
建
国
記
念
の
一

一
で
、
二
日
は
い
つ
も
の
年
よ
り
も
一
れ
て
お
り
ま
す
が
、
交
通
機
関
や
公
目
だ
っ
て
、
独
立
国
で
あ
る
日
本
に
一

一
日
多
く
二
十
九
日
あ
り
ま
し
た
。
共
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
方
々
建
国
を
記
念
す
る
日
が
そ
れ
ま
で
中
~

一
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
赤
い
日
の
丸
は
こ
の
日
、
い
っ
せ
い
に
お
休
み
に

絶
し
て
い
た
と
い
う
悲
し
い
時
代
を

↑
の
し
る
し
の
つ
い
た
祝
日
が
い
く
つ
は
な
れ
ま
せ
ん
が
、
一
年
の
う
ち
、
考
え
れ
ば
、
い
つ
か
は
決
め
な
け
れ
一

-
あ
る
で
し

i
!
}

曜
ば
納
ま
ら
な
い
当
然
の
祝
日
で
す
。
一

一
ょ
う
か
、
恥
咽

mh内
1
M凡
'
h
M
M化
『
帽
情
情
i

と
祝
日
そ
う
い
う
反
論
を
し
て
い
る
人
々
が
一

一
こ
れ
は
こ

T
J
Z
d
回目町

J

引

Enl即
時
に
し
か
そ
れ
で
は
国
民
の
祝
日
に
シ
リ
を
端

E

一
ど
も
さ
ん

1

1

I

l

l

-

f

休
み
の
折
っ
て
汗
水
を
流
し
て
い
る
の
で
し
一

一
の
ほ
う
が
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
と
れ
な
い
人
に
と
っ
て
、
祝
日
が
日
ょ
う
か
。
グ
祝
日
法
d

第
一
条
は
こ
-

一
昭
和
二
十
三
年
七
月
に
施
行
さ
れ
曜
日
と
別
々
に
あ
る
こ
と
ほ
ど
う
れ
う
い
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
自
一

一
た
「
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
」
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
由
と
平
和
を
求
め
て
や
ま
な
い
日
本
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
祝
祭
日
は
、
国
民
は
、
美
し
い
風
習
を
育
て
つ

に

よ

り

ま

す

と

、

一

年

の

う

ち

九

日

・

大
て
い
農
事
や
キ
リ
ス
ト
教
に
関
係
つ
、
よ
り
よ
き
社
会
、
よ
り
豊
か
Z

一
あ
り
ま
し
た
が
、
四
十
一
年
の
十
二
の
あ
る
日
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
生
活
を
築
き
あ
げ
る
た
め
に
、
こ
こ
一

一
月
に
改
正
さ
れ
て
十
二
日
に
な
り
ま
日
本
の
祝
日
と
い
う
と
単
に
休
日
と
に
国
民
こ
ぞ
っ
て
祝
い
、
感
謝
し
、
一

目
し
た
。
し
か
も
こ
と
し
は
日
曜
日
と
い
う
だ
け
の
意
味
し
か
な
い
:
:
:
と
又
は
記
念
す
る
日
・
:
」
と
祝
日
の
意
…

一
重
な
る
祝
日
は
一
日
も
あ
り
ま
せ
反
論
を
す
る
人
も
お
り
ま
す
。
し
か
義
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
一

町来日昭昭和47年 4月25日

完
成
し
た
テ
ニ

ス
コ

l
ト

テ
ニ
ス
愛
好
家
が
待
ち
望
ん
で
い

た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
中
央
公
民
館
の

と
な
り
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ

ー
ト
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、
体
育
指

導
委
員
に
忙
し
い
と
こ
ろ
を
一
日
奉
住

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

社
会
体
育
の
一
環
と
し
て
お
お
い
に

利
用
を
望
み
ま
す
。
な
お
テ
ニ
ス
部
は

昨
年
の
郡
体
育
祭
に
お
い
て
優
勝
し
ま

し
た
。
今
年
も
健
闘
す
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

社
会
教
育
議
長
に
三
井
氏
を
選
任

社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
審
議
会
委

員
な
ら
び
に
青
少
年
育
成
推
進
員
が
左

記
の
と
お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

(
社
会
教
育
委
員
)

議
長
三
井
猛
雄
(
西
条
一
区
)

副
議
長
油
川
行
広
〈
河
西
)

委
員
小
宮
山
貯
(
西
条
二
区
)
石

川
芳
文
ハ
清
水
)
清
水
逸
馬
(
押

越
)
篠
原
利
夫
(
中
島
)
野
沢
善

久
(
阿
原
)
田
中
良
夫
(
築
地
〉

磯
部
秩
雄
(
飯
喰
)
保
坂
篤
(
上

河
東
〉
河
田
正
雄
(
収
入
役
〉
山

下
理
(
議
会
教
育
厚
生
委
員
長
)

雨
宮
く
ら
(
婦
人
会
長
〉
萩
原
秋

夫
(
青
年
代
表
)
三
神
道
夫
(
小

学
校
長
)
桜
田
重
男
(
中
学
校
長
)

(
公
民
館
審
議
委
員
)

委
員
長
有
泉
淳
夫
(
議
会
議
長
)

副
委
員
長
河
田
正
雄
(
収
入
役
)

委
員
三
井
猛
雄
(
社
教
議
長
)
油

川
行
広
(
社
教
副
議
長
)
雨
宮
く

ら
(
婦
人
会
長
)
萩
原
秋
夫
(
青

年
代
表
)
三
神
道
夫
(
小
学
校
長
)

桜
田
重
男
(
中
学
校
長
)
塩
沢
常

雄
(
文
化
協
会
長
〉

青
少
年
育
成
推
進
員

会
長
名
執
保
義
(
一
区
)

副
会
長
早
川
忠
三
(
飯
喰
)

委
員
中
沢
潔
(
二
区
)
深
沢
完
興

(
清
水
)
塩
田
明
(
新
田
)
山
田

守
造
(
押
越
)
井
上
一
刺
(
中
島
)

花
形
正
男
(
阿
原
)
磯
部
富
雄
(
築

地
)
油
川
行
広
(
河
西
〉
金
丸
英

一
(
上
河
東
)


